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[国 語]

根拠を明確に示して自分の考えを説明する力を高める指導

一 「論理 のピラ ミッ ド」 を活用 した俳句の鑑賞の授業実践か ら一

吉樂 均*

1研 究の意図

平成24年 度から完全実施 されている 「中学校学習指導要領」では,「 指導計画の作成等に当たって配慮すべ き事項」

として,生 徒の思考力,判 断力,表 現力等を育む観点か ら,言 語活動の充実 を挙げている')。近年の国内外の学力調査

の結果などから,我 が国の子 どもたちには思考力,判 断力,表 現力等に課題が見 られることを受けた改訂である。

文部科学省 による 「言語活動の充実に関する指導事例集 ～思考力,判 断力,表 現力等 の育成に向けて～ 【中学校

版】」では,「言語活動については,国 語科で培 った能力を基本に,す べての教科等 において充実する必要がある。」 と

してお り,国 語科の指導 において,ま ず もって,他 教科の基本 となるような言語活動の充実が図 られなければならな

い2)。

同書では,「事実等を解釈 し,説 明することにより自分の考え深めること」のための言語活動の留意点 として,「② 自

分の考えについて,探 究的な態度 をもって意見 と根拠,原 因と結果などの関係を意識 し,説 明する際にはそれを明確 に

示すこと」 を挙げている。根拠 を明確に示 して自分の考えを説明することは,他 教科の学習においても必要な,基 本と

なる学習内容である。本研究は,「 中学校学習指導要領」 において言語活動例 としても挙 げられる鑑賞の授業実践 を通

し,思 考力,判 断力,表 現力等の育成に向け,根 拠 を明確に示 して自分の考えを説明する力 を高める指導 について提案

する。

吉樂(2011)は,「 論理 のピラ ミッ ド」 を活用す ることに

より,非 連続型テキス トに基づいて自分の考 えを書 く力を高

める指導を提案 した3)。本研究は,そ こで用いた 「論理の ピ

ラ ミッ ド」 に一部修 正 を加 えた,「 具体的 な事実」 「考察」

「判断」の3層 を積み上 げてい く 「論理のピラミッ ド(基

本)」(図1)を 授業実践 に取 り入れ,連 続型 テキス トである

俳句の鑑賞の学習において,根 拠 を明確 に示 して自分の考え

を説明する力 を高める指導の方法を工夫する。暗示的な表現

を含むために多様な解釈が可能な文学的文章の読解,と りわ
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図1論 理のピラミッ ド(基 本)

け省略されている部分が多 く情報量が少ない俳句の鑑賞では,根 拠 を明確 に示 して自分の考えを説明する力がより強 く

求め られる。読解 の手がか りとなる表現が少 ない俳句 の鑑賞の授業実践においても,「論理のピラミッ ド」 を活用する

ことにより,想 像 した情景 ・心情や感想 についての自分の考えを,根 拠 を明確に示 して説明する力を育成できるか,そ

の可能性を探 りたい。

なお,本 研究では,題 材から取 り出した 「具体的な事実」 を 「根拠」 と捉える。俳句 の鑑賞においては,作 品中の表

現そのものである。また,「 具体的な事実」 に基づき,事 実の関係や意味について推論 したことを 「考察」 と捉える。

俳句の鑑賞においては,作 品中の表現に基づいた,情 景 ・心情 などについての解釈がそれに当たる。

2研 究の 目的

本研究は,俳 句の鑑賞の授業 において,根 拠 を明確 に示 して自分の考えを説明する力 を高めるために,「 論理のピラ

ミッ ド」を活用 した指導が有効であるかを明らかにすることを目的 とする。

*十 日町市立松代中学校
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3実 践 の概要

(1)単 元名 豊かな言葉 「俳句の可能性」「俳句十六句」(光 村 図書中学3年)

(2)単 元の目標

① 俳句 を読み,具 体的な表現に即 して,情 景や心情を捉 える。

② 自分が選んだ俳句のよさについて,根 拠を明確 に示 した鑑賞文 を書 く。

(3)実 施対象及び実施時期

① 実施対象 新潟県内公立中学校3学 年21名(男 子10名 女子ll名)

② 実施期間 平成24年7月

(4)指 導計画(全5時 間)

時 主な学習内容

1 ○俳句の形式を知る。 ○ 「俳句十六句」の作品と大意を読み,好 きな作品を選んで鑑賞文を書く。

2 ○俳句 「い くたびも雪の深 さを尋ねけ り」の情景 ・心情を考 える。 ○鑑賞文の内容の3層 を理解する。

3 ○俳句 「どの子 にも涼 しく風の吹 く日かな」の情景 ・心情 を考え,鑑 賞文を書 く。 ○ 「俳句の可能性」を読む。

4 ○ 「俳句十六句」の好 きな作品について,こ れまでの学習 を生か しなが ら,再 度鑑賞文を書 く。

5 ○鑑賞文を回し読み し,コ メン トを付 け合う。

(5)授 業の実際(2/5時)

① ねらい

・俳句 「い くたび も雪の深 さを尋ねけ り」について,表 現 に基づいて情景 ・心情を捉えることができる。

・着 目した表現(根 拠)と そこから想像 した情景 ・心情 を明確に示 した鑑賞文の書 き方を理解できる。

② 展開

学習活動

○課題の俳句 を視写,音 読する。

○気づいたこと,考 えたこと,思 ったことを書 く。

○想像 した情景 を,俳 句の表現か ら確かめ る。

・季節 はいつか。(冬 ←季語:雪)

・雪はどれ くらい降っているか。(た くさん)

・話者 には雪が見えているか。(空 中だけ見えている)

・なぜ尋ねるのか。(病 床)…

○読み取った情景から,俳 句に込められた心情を考える。

○俳句を読んだ感想を交流する。

○読み取 りを生か して,鑑 賞文を書 く。

・ 「論理のピラ ミッド」の3層 と思考文型

・生活での活用例 「論理のピラミッドを使 って」(図2)

○ 鑑 賞文の例(図3)を 参 考 に,A～Cか ら課題を選択 し,

鑑 賞文 を書いてみる。

A自 分な りの鑑賞文 を書 く。

B「 鑑賞文(例)」 をアレンジする。

C「 鑑賞文(例)」 を視写する。

教師の働 きかけ

○課題となる俳句を板書する。大意を確認する。

○捉えた情景の違いから,学 習課題を設定する。

○根拠の強 さにより区分する。

・表現に明示 されている情景…◎

・表現から推測 される情景 …○

・多様 な読みができる情景 …△

・表現 と矛盾する情景 …×

○大 きく分類す る。(喜 び 悲 しみ もどか しさ …)

○ 「論理のピラミッド」に基づ く鑑賞文の3層 を確認する。

①具体的な事実一着目した表現(根 拠)

②考察一想像した情景 ・心情

③判断一感想

03層 に合わせた思考文型を示 し,思 考 ・表現 を促す。

①着 目した表現 「……という表現がある。」

②想像 した情景 ・心情 「表現から,… …と考 えられる。」

③感想 「私は,… … と思 う。」

(6)評 価

① 生徒の作品

第1時(指 導前)と 第4時(指 導後)に,生 徒個々が教科書教材 から選んだ俳句 について作成 した鑑賞文を比較する。

② 生徒の意識

「論理のピラミッド」 を活用 した授業 について
,単 元終了時に生徒へのアンケー ト調査を実施する。
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4結 果及 び考察

(1)生 徒の作品から

第1時(指 導前)と 第4時(指 導後)に,同 一課題 「気づいたこと,考 えたこと,思 ったことを基に,で きるだけた

くさん,鑑 賞文を書 こう」に取 り組んで生徒個々が作成 した鑑賞文を比較 した。なお,第4時 においては,生 徒本人に

も,記 述内容の分類 を鑑賞文の行頭に記入 させている。

生徒個々の鑑賞文について,「論理のピラミッド」の 「具体的な事実」に当たる着 日した表現に関する記述,「 考察」

に当たる情景 と心情に関する記述,「 判断」 に当たる感想 に関する記述 について,記 述内容の適否は問わず,該 当する

記述の有無 を基準 として評価 した。その結果,第1時 と第4時 に同 じ俳句 を選んで鑑賞文を作成 した生徒17名 の作品に

ついて,「 論理 のピラミッド(鑑 賞文)」 を活用 した指導の前後 に大 きな変化が見 られた。「論理 のピラミッド(鑑 賞

文)」 を活用 した指導の前後 における,着 目した表現に関する記述の有無についての直接確率計算 を行った結果,1%

水準で有意 に増加 した(p=0.0000,片 側検定)。 また,心 情 に関する記述の有無 についての直接確率計算を行った結

果,1%水 準で有意に増加 した(p=0.0002,片 側検定)。(表2)こ のことから,学 級全体の傾 向として,第1時 の鑑

賞文に欠けていた着 目した表現および心情 に関する記述が,第4時 の鑑賞文では追加 されたことが伺える。
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N=17

第1時 第4時 直接確率計算

(2×2)有
「

無
1

有 無

感想 10 7 13 4 p=0.2323ns(.IOGp)

心晴 4 13 15 2 p=0.0002**(p〈.Ol)

情景 13 4 17 0 P=0.0513+(.05<P<.10)

着目した

表現
4 13 17 0 p=0.0000**(pG.01)

論理のピラミッド(鑑 賞文)

表現 ・情景のみの記述 だった生徒A,心 情のみの記述だった生徒B,感 想のみの記述だった生徒Cの それぞれが,第

1時 に作成 した鑑賞文 において十分でなかった内容 を補って,第4時 の鑑賞文を作成することがで きている。(図4の

下線部)「 論理のピラミッド」 という枠組み と照 らし合わせることにより,不 足 している内容 に気付 くことがで きたと

考 えられる。

また,第4時 に作成 した鑑賞文では,不 足 していた内容を補 う中で,表 現(具 体的な事実)→ 情景 ・心情(考 察)→ 感

想(判 断)へ と思考 を積み上げてい くことにより,根 拠 となる表現を明確 に示 して自分の考えを説明することができて

いる。さらに,表 現に改めて注 目することで,見 落 としていた部分に気付 き,情 景 ・心情をより深 く読み取ることもで

きている。

生
徒
A

選んだ句 ゆさゆさと大枝ゆるる桜かな 村上鬼城

第1時 春です ごく大 きな桜が咲いている と思いました。大枝ゆるると書いてあるので,何 十年 も咲 き続 けている大

きい桜なのかなと思いました。(筆 者 による観点別分類:表 現 ・情景)

第4時
斜 この俳句 は・ゆさゆさと大 きな枝 を揺 らしている桜であることだなあ・という意味である・

一 この俳句 の中に 「桜
」 という季語があ り,春 だ と分かる。また,句 の中に 「ゆるる」とい う表現があ表

1.響 謙 難1窯 叢 二論 灘 で という　 る゚
揺 れる桜 を見ている話者の様子が伝わって くる。話者 はきっと,優 しい気持 ちだったのだろう。なぜ

構

懸[

'「

なら,長 い間がんばつて生き続ける桜に購 き,揺 れる桜に春を感 じたから鵡

この俳句 を読んで私は,春 はいろいろな事が始まる季節なので,と て もいい季節だ と思った。
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生
徒
B

選んだ句 斧入て香におどろくや冬こだち 与謝蕪村

第1時 古い と思っていた物が,そ れはたいそ うすば らしかった。見かけで判別で きない よさがある。(筆 者による

観点別分類:心 情)

第4時

査[と 灘 欝 騨 たように見える木に斧を入れると・そこから生き生きとした木の香りがしてきた

表 一 俳句の中 に 「冬 こだち」 とあ るので ,季 節は冬 である。「香 にお どろ くや」 とい う表現か ら,す ばら

しい香 りでお どろいた と考えられる。この ことか ら,話 者は枯れたように見 える木で も,生 き生 きとし
現
1

填.た 木の香 りが して驚いたと考 えられる・

1害「な蹴 したら・謙 物事をうわべだけで判断してはいけないと思つ℃ この作品を翫 のでは

懸 「 この俳句 を読んで,う わべだけで半U断しないようにしたい・

生
徒
C

選んだ句 古池や蛙飛びこむ水のおと 松尾芭蕉

第1時 私はこの俳句を読んで,何 もない場所 だと思っていても,自 分の知 らない所で,い ろいろな生物がいるんだ,

と思った。(筆 者による記述内容の観点別分類:感 想)

第4時

熱 この俳句は・古い池だなあと眺めていると・蛙の飛びこむ水の音が聞こえたという鰍 である・

表 一 俳句の中に 「蛙飛びこむ水のおと」とい う表現がある。 この表現か ら,蛙 が飛びこむ水の音が聞こえ

望 る くら瀞 かな場所だ と思 う.ま た,信 ト句の中に ・古池、 という表現がある.こ の戴 から凋 りには

填 一 誰 もいないような所だ と思 う・ もしか したら・..は 一 人で古池 を見ていたのか もしれない・

心 話者 はきっと,う れ しい気持 ちだったのだろ う。なぜ なら,自 分の知 らない場所で小 さな生 き物たち

情

懸[

'[

が 生 きているか ら.

私 はこの俳句を読 んで,自 分の知 らない ところで,た くさんの生 き物が生活 しているんだ,と 思った。

図4生 徒の作品(下 線:筆 者)

(2)生 徒の意識から

項目1～7(4件 法 による回答)に 関して,肯 定的回答 と否定的回答 についての直接確率計算(片 側検定)を 行 った

結果,い ずれの項 目も,1%水 準 で肯定的に有意であった。「論理 のピラミッド」による指導が有効であったことが生

徒 にも意識 されていると考えられる。(表3)

表3生 徒の意識(人) N=21

項目 質 問 内 容
肯定的

回答

否定的

回答

直接確率計算

(1×2)

授 業での説明を聞 き,「 論理の ピラミッ ド」 について,納 得す ることがで きた p=0.0000
1 20 1
か 。

**(P〈
.Ol)

「論理のピラミッ ド」 を活用することにより
,学 習前に比べて,俳 句の鑑賞文 p=0.0001

2 19 2
に書 く内容が明確 になったか。

**(P〈
.Ol)

「論理のピラミッ ド」 を活用することにより,学 習前に比べて,根 拠 を明確 に p=0.0000
3 20 1
示した説得力のある俳句の鑑賞文を書くことができたか。

**(P< .Ol)

「論理のピラミッ ド」 を活用することにより
,学 習前に比べて,表 現 に注意 し p=0.0000

4 20 1
て俳句を読み深めることがで きたか。

**(P〈
.Ol)

「論理のピラミッ ド」は
,国 語の他の単元 の中で,自 分の考 えを述べ る場面で p=0.0000

5
役 に立ちそ うか。

20 1
**(P〈

.Ol)
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6

「論理のピラミッ ド」は
,他 の教科等の授業の中で,自 分の考 えを述べる場面

で役 に立 ちそうか。
21 0

p=0.0000

**(P〈
.Ol)

7

「論理のピラミッ ド」は
,生 活 の中で,自 分の考 えを述べる場面で役 に立 ちそ

うか。
20 1

p=0.0000
**(P< .Ol)

※肯 定 的 回 答:「 ハ イ」 と 「ど ち らか とい う とハ イ」 の 合計 否 定 的 回答:「 どち らか とい う とイ イエ」 と 「イイ エ」 の 合計

5成 果 と今後の課題

(1)成 果

実践授業前後に,生 徒 の作品及び意識 に有意の向上が見 られ,俳 句の鑑賞において,根 拠に基づいて自分の考えを説

明する力を高めるために,「論理のピラミッド」 を活用 した指導が有効であることを明らかにすることがで きた。

(2)今 後の課題

生徒Dの 鑑賞文からは,以 下のような課題 も見えてきた。

・第1時 に見 られた形式に関する考察が,第4時 の記述からは消えている。(図5の 下線部A)

・第4時 の記述では,「感想」 として,心 情 についての考察が繰 り返されている。(図5の 下線部B)

今後,情 景 ・心情 といった内容 に関する考察に加え,作 品の形式についての考えも鑑賞文に盛 り込めるよう,指 導内

容 を広げてい きたい。また,「論理のピラミッド」 における 「考察」 と 「判断」の区分が明確 になるよう,わ か りやす

い説明を工夫 したい。

生
徒
D

選んだ句

第1時

第4時

咳をしても一人 尾崎放哉

この俳句 を読 んで考 えたことは,一 人 ということで,孤 独 なイメージをさせ るものだ と思い ました。(筆 者

による観点別分類:表 現 ・心情)

A思 ったことは,俳 句 なのに,五,七,五 のテ ンポで作 られていないというこ とです。(筆 者による観点別

分類:情 景 ・心情以外の,形 式に関する考察)

査[味 二脚 は・咳をしたら・ただその咳の音が聞こえるだけで 一人であることを実感した・
とい う意

尉意雛1濾 塗鷲ゑ灘 織 違鯉翻 灘 瀧
1害「・講 なて献 諭 繍 筒 寵 よ謂 黎 款 う゚なぜなら燦 しても」の

懸「
Bこ の俳句 を読 んで,話 者 は,か ぜ をひいていて,と ても孤独で さみ しかったのだろ うと思った。

(筆者による観点別分類:心 情)

図5生 徒の作品(下 線 ・記号:筆 者)
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